


1

░░░░░░░░░░░░░░ 組 合 か ら の お 知 ら せ ░░░░░░░░░░░░░░

１．「第２回環境保全型農業シンポジウム」

日時：平成２１年３月３日（火）

場所：江戸東京博物館

主催：日本微生物防除剤協議会（アリスタライフサイエンス、出光興産、セントラル硝子、多木化学）

概 要：

本シンポジウムは、微生物防除剤を有効活用し、ＩＰＭ農業を体系的・先進的に実践している地域の

優良事例、具体的な微生物防除剤の上手な使い方などの紹介を通じ、より人と環境にやさしく、かつ食

の安全・安心に資する微生物防除剤の普及拡大を目的に、基調講演を、『施設園芸におけるＩＰＭの推進

と展開』の演題で農水省植物防疫課の大岡高行課長補佐が、また特別講演を『日本におけるＩＰＭの実

践と微生物防除剤の役割、展望』のテーマで中央農研の高橋賢司研究管理監が、それぞれ行った。

また、地区の優良事例として、宮城県農業・園芸総合研究所、長野県野菜花き試験場、栃木県農業試

験場、秋田県立大学からそれぞれ報告され、上手な使い方については、協会を構成する４社が解説した。

会場には、ＪＡグループをはじめ試験場、普及所、防除所、関係団体・メーカーなど約 400 名が参加。

先進事例報告：

「宮城県における微生物防除剤を基幹とした野菜類の害虫防除」

宮城県農業・園芸総合研究所 上席主任研究員 増田 俊雄 氏

「長野県における微生物防除剤を基幹としたﾚﾀｽ、ｷｬﾍﾞﾂの病害防除」

長野県野菜花き試験場 研究員 小木曽 秀紀 氏

「栃木県における微生物防除剤を基幹としたトマトの病害防除」

栃木県農業試験場 室長 福田 充 氏

「微生物防除剤を用いた水稲種子消毒の展開」

秋田県立大学 准教授 藤 晋一 氏

・微生物防除剤の上手な使い方

ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱、ｾﾝﾄﾗﾙ硝子㈱、多木化学㈱、出光興産㈱の各社

出席者：宮坂技術顧問、堀江参事
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２．（社）緑の安全推進協会 運営委員会

日時：平成２１年３月１９日（木）１３：３０～１５：００

場所：（社）緑の安全推進協会 会議室

議題：平成２０年度第２回理事会及び第１５回総会付議事項について他

出席者：堀江参事

３．（社）農林水産航空協会 理事会

日時：平成２１年３月１９日（木）１４：００～１７：００

場所：全国町村会館 会議室

議題：平成 20 年度予算更正に関する件、平成 21 年度事業計画決定に関する件他。

出席者：松木理事長

４．（社）緑の安全推進協会 平成２０年度第２回理事会及び第１５回通常総会

日時：平成２１年３月２４日（火）１３：３０～１５：３０

場所：日本橋倶楽部会館 ２階会議室

議事：平成２０年度事業の経過及び収支概算（見込）報告

平成２１年度事業計画及び収支予算に関する件他

出席者：宮坂技術顧問、堀江参事

５．（財）残留農薬研究所 第４５回評議員会

日時：平成２１年３月３１日（火）１１：００～１２：３０

場所：法曹会館２階 高砂の間

議題：平成２１年度事業概要について、理事の一部改選について他

出席者：堀江参事

６．（財）残留農薬研究所 理事会

日時：平成２１年３月３１日（火）１３：１５～１４：３０

場所：法曹会館２階 高砂の間

議題：平成２１年度事業概要について、理事の一部改選について他

出席者：松木理事長、羽隅理事相談役

７．全農薬執行部協議会、委員長合同会議

日時：平成２１年４月７日（火）１０：３０～１５：３０

場所：全農薬会議室

議題：各委員会の業務内容、重点課題について他

出席者：松木理事長、青木副理事長、鈴木常務理事、岩淵常務理事、羽隅理事相談役、田中教育安全委

員長、金子（昌）経済活動委員長、大森 IT・広報委員長、事務局

８． 報農会監査

日時：平成２１年４月１５日（水）１４：００～１８：００

場所：報農会会議室〔小平〕

議題：監査

出席者：松木理事長
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９．全農薬各委員会

日時：平成２１年４月１６日（木）１１：００～１２：００

場所：全農薬会議室

議題：

○総務委員会：中期的経営展望に基づく組織強化策について他

○教育安全委員会：安全協主催の農薬ゼミについて他

○経済活動委員会：新規取扱商品（DEP 剤、カルホス剤）の販売推進について他

○I・T 広報委員会：全農薬受発注システム利用メーカー、組合員拡大策について他

１０．全農薬第２４４回理事会

日時：平成２１年４月１６日（木）１３：３０～１７：００

場所：全農薬会議室

議題：○平成２１年度地区会議報告と次年度について

○執行部協議会（検討課題）について

○中間決算報告について

○各委員会活動状況、活動計画について

○その他

出席者：理事全員、事務局

◎全農薬第 244 回理事会の様子（全農薬９Ｆ会議室）

※ 理事全員の前で挨拶する松木理事長 ※ 熱のこもった説明の青木副理事長

１１．安全協主催（茨城県）の「農薬ゼミ」の打合せ

日時：平成２１年４月１５日（水）

場所：カネコ種苗㈱土浦支店会議室

参加者：

・茨城県農薬卸連絡協議会：東農薬㈱谷口社長

・農薬安全コンサルタント：皆川氏（カネコ種苗）、吉澤氏（栗原弁天堂）、大畠氏（岩渕農薬）

清水氏（東農薬）、安達氏（砂押アグリン）、武藤氏（三幸）、浅野氏（川崎物産）

・全農薬事務局：宮坂技術顧問、堀江参事

・内容：６月２５日に開催予定の茨城県での全農薬安全協主催の農薬ゼミ「食の安全ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」開催に
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関する打合せ。

◎熱心に議論を展開中の「安全協茨城支部の皆さん」

◎ 組合員の異動等について

〔代表者変更〕

【長野県】組合員名：鍋林株式会社

代表者：島宗弘⇒藏井和義

〔住所表示変更〕

【山梨県】組合員名：カネコ種苗株式会社 甲府支店

旧住所名：山梨県中巨摩郡田冨町流通団地３－７－２

⇒新住所名：山梨県中央市山之神流通団地３－７－２

（郵便番号、電話番号、ＦＡＸ番号は変更なし）

【岡山県】組合員名：山陽薬品㈱、㈱竹間岡薬支店、日植アグリ㈱

岡山市⇒岡山市北区

組合員名：西日本日紅㈱

岡山市⇒岡山市南区

〔都道府県農薬卸売業者団体（代表者等）変更〕

福島県農薬卸商業協同組合（住所変更はなし）

《農薬ゼミ打ち合わせの様子》

皆さん初めてのため、なかなか具体的な案

が出ず苦戦。今回のタイトルは、難産の結果

「食の安全シンポジウム」に決定。

6 月 25 日開催に向け、これから拍車をか

け更なる詰めを行い万全を期す。

開催日：6 月 25 日（木）

開催場所：公立学校共済組合

「ホテルレイクビュー水戸」（２Ｆ）

住所：〒310-0015

水戸市宮町１－６－１

定員：200 名

うまいもんどころ茨城
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松田高儀⇒門垣英夫

長野県農薬卸商業協同組合（住所変更はなし）

岡沢洋文⇒廣田光彦

栃木県（農薬卸団体は休会）

岡崎民夫⇒宮田勇

新住所：〒３２１－０９１１

宇都宮市問屋町３１７２－１９ カネコ種苗㈱宇都宮支店内

社団法人 山梨県農薬販売者協会

理事長 三枝 攻

事務局住所、電話番号には変更がありません

山梨県農薬卸商業協同組合が解散し、小売店も含め一般社団法人化された

10 月 27 日（火） 監査会

11 月 24 日（火） 第 246 回理事会

11 月 25 日（水） 第 44 回総会・第 32 回全国集会・記念Ｐ

（平河町：海運クラブ）

12 月 10 日（木） 第 247 回理事会

〔全国農薬業厚生年金基金〕

7 月 15 日(水) 第 39 回代議員会及び第 50 回理事会

8 月(不明) 資産運用委員会及び財政検討委員会

9 月 16 日（水） 第 40 回代議員会及び第 51 回理事会

░░░░░░░░░░░░░░░░░░░主 な 行 事 予 定 ░░░░░░░░░░░░░░░░░░░

〔全国農薬協同組合〕

平成 21 年 7 月 14 日（火） 第 35 回安全協常任幹事会

9 月 17 日（木） 第 245 回理事会

9 月末～10 月初旬を予定 第 71 回植物防疫研修会(牛久)



6

░░░░░░░░░░░░░░░░░░░ トピックス ░░░░░░░░░░░░░░░░░░░

《 ミツバチ問題特集 》

◎話題のミツバチ「蜂群崩壊症候群」に治療法発見か？（スペイン）

4 月 14 日〔日本時間 4 月 15 日〕、スペイン中部グアダラハラ県マルチャマロの「グアダラハラ県立

養蜂研究所」の Dr,マリアーノ・イデスの研究チームは蜂群崩壊症候群の原因と治療法を発見したと発表。

それによると、原因は寄生性の微胞子虫類の一種で、ノゼマ・セラナエ（nosema・ceranae）とい

う学名を持つ病原体であることを突きとめ、その後、ノゼマ・セラナエで感染のミツバチコロニーを抗

生物質剤の flumagillin（フルマギリン）で駆除し完全に元の状態に回復させたという。

ノゼマ・セラナエ（nosema・ceranae）について、英語版「Wikipedia」によるとノゼマ・セラナエ

は元々、トウヨウミツバチ（Apis cerena）の寄生虫であったが、2004 年になってスペインでセイヨ

ウミツバチ（Apis mellifera）への感染が確認され、現在、ヨーロッパでは大きく広がっており、これま

でもミツバチ個体数の減少などの原因ではないかと疑われていた。

この原虫がアメリカでも発見されたことから、最近になって、がぜん注目されていたが、これだけが

原因ではないと考える研究者も多いという。

死んだハチからは微胞子虫の他、さまざまなウィルスも発見されているという。ミツバチの蜂群崩壊

症候群はもっと複合的な原因で起こっているという見方も依然強く、今回の研究発表で終わりではなく

真の原因究明にはまだしばらく時間がかかりそうだ。

なお、わが国では、今回特定された原虫と類似のノゼマ科原虫（Nosema apis）が、届出伝染病「ノ

ゼマ病」の原因原虫で、過去に発生事例が確認されてる。

日本で飼養されるセイヨウミツバチは海外からも輸入されており、今回の研究結果を受けて、原因究

明や対策方法が進展することが望まれる。

詳細は以下の HP アドレスです。

http://www.eurekalert.org/pubnews.php

石破農林水産大臣記者会見から

－ 受粉用ミツバチ不足について（１）－

農林水産大臣記者会見議事録から抜粋 4月 3日（金）

○ 農林記者クラブ記者

ミツバチについてなのですけれども、今、全国的に不足を訴える農家の声が相次いできておりまして、

また、この問題は日本だけではなくて欧米でも不足のですね、問題の深刻性が出ていて、政府によって

は対策を強化するという動きも出てきているのですけれども、こうした中で日本の農水省として、ミツ
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バチの不足の問題をどういうふうに認識されていて、また、今後どういう対応、作業等をしているのか、

基本的な考え方をお聞かせください。

○石破農林水産大臣

ミツバチの不足については、実際に全国の状況がどうなっているのかと。先般、千葉の方々が、千葉

の実情についてご要請に来られました。山田俊男(参議院)議員も同席をしていただいて、JA の方々、あ

るいは県の行政当局の方々と、状況を承ったところです。それが、日本全国どういう状況にあるか、各

都道府県において、どこがどういう状況なのかということを、正確に、詳細に把握をしたいということ

で、早急にその状況を取りまとめるように、という指示を出したところであります。それが一点。

原因究明ということは、なかなか、これ、昨年夏に、ダニや農薬等の被害によって、働きバチの増殖

が不十分だったとか、一昨年 10 月から、女王バチの主要供給国であるオーストラリアからの輸入が途

絶えているということで、不足が生じているわけだが、何でこんなことになったのだということは、い

ろいろ、低栄養であるとか、ストレスがあるとか、農薬とか、寄生虫とか、その他の病気とか、いろい

ろあるわけで、まだ原因特定には至っていない。

どちらにしても、原因は特定をしなければいけないということがある。それは、今日、明日にすぐで

きるわけではございません。まず原因というものはきちんと解明する。

それから、それよりも何よりも、全国どんな状況になっているのだということは、急いで把握をしなく

てはいかんということであります。メロンとか、スイカとか、そういう野菜栽培において、特に影響が

懸念をされるわけであって、利用産地への注意喚起、養蜂業界への提供依頼、そういうことは行います、

当然。あるいは管理の徹底、あるいはクロマルハナバチの利用、ただ、クロマルハナバチが、本当に代

替できるかというと、必ずしもパーフェクトに代替できるというものではないという話も存じておるわ

けでございます。

ですから、養蜂業界に協力をお願いする、新たな医薬品の利用普及を図る、ということもやりますが、

先般の要望にもございましたが、「他の国から入ってこないのか」ということですね、それは、家畜衛

生条件の締結交渉というものを、すごく加速させれば、ある程度、問題は解決するのかどうか、そのこ

とも早急にやるということをいたしております。

いろいろな支援のやり方が考えられますので、何せ、これがうまくいきませんと、コストがものすごく

かかるということになる、あるいは生産量が激減する、ということが懸念されますので、これは本当に

生産者の立場に立って、農水省として、まさしくこういう時のために行政というのがあるわけですから、

私、あまりこの言葉は使わないのだけれども、本当に「全力を挙げて取り組む」ということで、指示を

徹底したところでございます。

－ 受粉用ミツバチ不足について（２）－

定例農林水産大臣記者会見議事録から抜粋 4 月 10 日〈金〉

○農林記者クラブ記者



8

花粉交配用のミツバチが不足している問題なのですけれども、先週、大臣が全国調査を指示されてい

たと思うのですが、その結果がどうだったかということと、その結果を踏まえて、今後、農業とか、食

卓への影響がどうあるかということを伺いたいのですけれども。

○石破農林水産大臣

先週、金曜日だったと思いますが、千葉県の方々からご要請をいただきました。ご要請をいただく前

から、こういう問題があるということは、認識はいたしておりましたが、千葉県の方々から、とにかく

千葉県についてどうなのだというお話があって、これも千葉だけの問題ではないのだろうということで、

即日、47 都道府県へ調査をするように命じたところでございます。

各都道府県並びに農業団体を対象として、ミツバチの不足状況について緊急調査を実施をいたしまし

た。21 都県から、「現在、不足をしている」という報告を受けておるところでございます。

これらの都県において、不足しているという影響を回避するために、人工授粉の代替措置などの取組

みが講ぜられておるわけでございますが、そうすると当然、コストが増すということになるわけであり

ます。また、不足していない地域を含めまして、ミツバチの価格が上昇しておるわけで、ある県におい

ては、ミツバチの価格が 4 割から 5 割上昇しているというふうに報告を受けております。

当省として、まず、安定供給体制が大事であるということで、安定供給体制を直ちに整備をするため

に、全都道府県におきまして、園芸農家のニーズ、それから養蜂家の供給可能量、これをマッチングさ

せないといかんということです。「どこでどれだけ、こう足りないの」ということ、「養蜂家はどれだ

け供給ができるの」ということでありますが、これをマッチングさせる需給調整システム、これを立ち

上げます。本日付けで通知を発出いたします。マッチングシステム、「需給調整システム」と申します。

それから、アルゼンチンとの家畜衛生条件協議、これはアルゼンチンのハチはどうなんだろうかと、南

半球でないとまずいので、アルゼンチンのハチはどうですかということについて、家畜衛生条件協議を

やっておったところでございますが、これを最大限加速させるということであります。

それとともに、経済対策関連予算におきまして、新たにミツバチ増殖に取り組む園芸産地に対する支

援を措置するということでございます。これが 1 つ。

第 2 に、園芸農家の影響、経営への影響です。これについて、本日中に調査結果を取りまとめます。ど

のような影響が生じるかということについて、今日中に調査結果を取りまとめまして、政策金融公庫の

農林漁業セーフティーネット資金の活用、あるいは既存予算の活用によりまして、どのような経営支援

ができるかということについて、検討するべく指示を出しました。まず、安定して供給されるという体

制を作る、そして経営の影響というものを最小限に抑える、この 2 つの取組みに、現在、取り組んでい

るということでございます。

○石破農林水産大臣

ハチ、ハチ(の質問)はない。もう。

○農林記者クラブ記者
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ちょっといいですか。ハチの窓口が園芸部門と畜産部門といろいろあって、現場の方からも、どちら

に問い合わせをしたらいいのかという声も出ているのですけれども、省内の対応、窓口を一本化するだ

とか、そういった考え方というのは。

○石破農林水産大臣

これは、「本当は、どこに聞いたらいいのだ」ということがありますので、これは、窓口は一本化す

るということですわなあ。 ハチって、昔でいえば畜産局なんだよな、これは。そして、生産局あり、

消費・安全局あり、みたいなことで、「ハチの件ですが」と電話をかけて、たらい回しされてもしょう

がないので、「ここへお問い合わせ下さい」みたいなことは、一本化いたします。

○農林記者クラブ記者

ハチのことですいません。もう 1 問いいですか。養蜂家を取材すると、アルゼンチンのハチが非常に

気性が荒くて使いづらいので、あまり輸入は好まない、好ましくないみたいな声が結構あったのですけ

れども、もし、そういうのを把握されていれば。

○石破農林水産大臣

おっしゃるとおりで、アルゼンチンには、花粉交配用に輸入しようとしている、アルゼンチンのハチ

がみんなそういうハチではないですよ、私どもが花粉交配用に輸入しようとしている「セイヨウミツバ

チ」の他に、熱帯地域がございますので、そこに適応するように、ということで、アフリカからミツバ

チを以前入れたと。それが、現地のハチと関係を結んでと言うか、いろいろな言い方があるのでしょう

けれども、できたのが「アフリカ化ミツバチ」、アフリカミツバチではなくてアフリカ化ミツバチと言

っているのですが、これが両方いるわけであります。このアフリカ化ミツバチというのは、おっしゃい

ますとおり攻撃性が強いという特徴があるとされておりまして、我が国への侵入を懸念するご意見があ

るということは、今おっしゃったとおりでございます。

私どもとして、こういうご懸念がございますので、アルゼンチンに対して、アフリカ化ミツバチがど

れぐらい、どの地域にいて、仮に、私たちが入れるとしたらば、それが、「西洋ミツバチであるよ」と

いうことが、どのようにして確認されるか等々、現在、情報提供を依頼をしておるということで、それ

をアルゼンチンにおいても、最大限急いでいます、というのが今の段階でございます。以上。

◎ 農林水産省の対応状況について

〈ミツバチ不足で農水省が緊急対策〈4 月 10 日〉（１）〉

農水省は 10 日、石破大臣の命を受け行った緊急調査の結果を明らかにした。それによると、メロン

やスイカの受粉作業に欠かせないミツバチが大幅に減少している。 原因は昨夏に起きた働きバチの大
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量死などが主因とみられ、２１都県で不足状態に陥っているという。 受粉が滞ると果実の収穫量が減

り、価格も上昇しかねないため緊急対策に乗り出す。生産局生産流通振興課によると、受粉用ミツバチ

が不足し始めたのは昨年秋ごろで、２００７年１０月以降、働きバチを産む女王バチの主要供給国であ

るオーストラリアでハチ特有の病気が流行し、輸入を停止していることが要因の一つだという。今のと

ころ他の国からの代替輸入やオーストラリアからの輸入再開の見通しは立っていない。 さらに、昨年

夏には北海道や東北地方で働きバチが大量死。ハチに取り付くダニや新しいタイプの農薬が影響したも

ようだが、今のところ原因究明には至っていない。

春先から夏にかけてはメロンやスイカが受粉期を迎えることもあり、農水省にはミツバチの購入価格

が４－５割上昇したとの報告も寄せられているという。

こうした事態を受け、農水省としても、率先して需給調整を行う方針を決め、4 月１０日付で都道府

県にミツバチの需要と供給の実態を報告するよう要請。女王バチの新たな輸入先としてアルゼンチンと

の交渉も加速するという。また、気温が上がる春以降は働きバチが増えるため、５月末ごろには不足状

態が解消するとの見方もある。

〈花粉交配用ミツバチの不足に伴う産地影響状況調査結果について（４．１７）（２）〉

農水省が行った緊急調査結果によると、東京、香川、徳島の 3 都県でイチゴの収穫量が見込みを下回

ったと報告があった。受粉がうまくいかなかったために果実の形が悪くなったことが理由とみられる。

静岡、三重、佐賀の各県からも、イチゴの形が悪くなったとの話が寄せられた。

ただ「壊滅的な打撃や、深刻な被害があったとの報告はない」として、現段階で影響は限定的とみて

いる。引き続き実態把握に努め、必要があれば農家への資金支援などを検討する方針。

※ 採蜜中のミツバチ ※ 花粉交配用ミツバチの巣
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花粉交配用ミツバチの需給調整システムについて

１ 目的

ミツバチは、はちみつ等の有用な畜産物の生産のみならず、いちご、メロン等果菜類などの園芸

作物生産における花粉交配の手段として用いられる等、省力化を図る上で欠かせないものとなって

いる。

一昨年以降、女王蜂の輸入停止が続いていることに加え、国内におけるダニ被害等が原因で、働

き蜂が予定どおりに確保できない事例が報告されている。このような状況に対応するため、また、

今後の園芸作物生産現場におけるミツバチの安定確保を図るためには、各都道府県内において園芸

担当部署と畜産担当部署が連携を密にし、ミツバチの需給調整を推進する必要がある。

このため、農林水産省では、需給調整システムを立ち上げ、各都道府県における、ミツバチの供

給可能蜂群数及び不足蜂群数を調査し、当該都道府県における需給を調整し、それでも、なお不足

が生じる場合には、都道府県の範囲を超えた需給の調整が可能となるよう、関係者に対して、必要

な情報提供を行うこととした。

２ 需給調整の手順（別紙参照）

① 各都道府県の園芸担当部署は、農業関係団体等の協力を得つつ、都道府県内の園芸作物現場にお

ける花粉交配用ミツバチの不足状況を把握する。

② 各都道府県の畜産担当部署は、都道府県養蜂協会等の協力を得つつ、供給可能な花粉交配用ミツ

バチの蜂群数を把握する。

③ 各都道府県は、①及び②の調査結果を基に、まずは、県内での需給調整（調査結果の周知、県内

養蜂農家等への協力依頼、県内園芸農家からの問い合わせに対応した供給可能情報の提供等）を実

施する。

④ ③による県内で需給調整を実施し、その結果により過不足する群数について農林水産省に報告す

る。

⑤ 農林水産省は、都道府県で調整ができない不足分について、花粉交配用ミツバチ供給業者に情報

提供するとともに、（社）日本養蜂はちみつ協会への情報提供・協力依頼と併せて、ミツバチの供給

余力のある県の情報を不足する県に提供する。

⑥ 不足する県は、園芸農家に対し⑤の情報を伝達し、園芸農家によるミツバチの入手を支援する。
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※働き者のミツバチ熱心に蜜を集めている
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░░░░░░░░░░░░░░░░░░░賛助会員からのお知らせ░░░░░░░░░░░░░░░░░░░

※農薬工業会から別添通知が来ておりますのでお知らせします。

農薬工第２１－０２０号

平 成 ２ １ 年 ４ 月

全国農薬協同組合

御中

農 薬 工 業 会

農 薬 危 害 防 止 運 動 用 資 料 の ご 紹 介

―保護具着用リーフレットの送付―

拝啓 時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は、当会の活動につきまして、ご協力を賜り誠に有り難くお礼申し上げます。

ご承知のとおり、当会では、毎年、農薬危被害防止運動に合わせて、農薬による事故防止、農薬

の保管管理、農作物の安全性の確保などを推進する活動を展開しています。

本年度は、近年の農薬による中毒などの事故例を解析し、農薬使用者に係る安全対策の徹底を目

的に、ラベルに記載の注意事項に従って、使用農薬に見合った適正な保護具の着用の推進を図るこ

とにしました。そこで、保護具の着用推進のため、注意すべきポイントなどをまとめた四つ折りリ

ーフレット「農薬を安全に使うため きちんと保護具をつけましょう!」を作成、配布することとし

ました。

つきましては、ご多忙中と存じますが、農家等の勉強会の機会などを通じてご活用いただきたく、

ここにリーフレットを送付させていただきます。更にご希望の際は、送付先と必要部数を下記まで

ご一報ください。可能な限り提供いたします。

なお、本リーフレットの農薬使用者などへの配布につきましては、全国の農政局および都道府県

の植物防疫ご担当、全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農）、農薬工業会会員にもご協力いただくこと

としております。

敬具

記

＜送付資料＞

・リーフレット

「農薬を安全に使うため きちんと保護具をつけましょう!」 発送明細のとおり

＜資料ご要望の際の連絡先＞

〒101-0047 東京都千代田区内神田 3-3-4

社団法人 緑の安全推進協会

TEL:03-5209-2512 FAX:03-5209-2513

E-mail:midori@midori-kyokai.com

以上
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░░░░░░░░░░░░░░ 農林水産省からの情報 ░░░░░░░░░░░░░░
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記

１．飼料用米について、出穂期以降に農薬の散布を行う場合には、家畜へは籾摺りをして玄米で給餌す

ること。

２．籾米のまま、もしくは籾殻を含めて家畜に給餌する場合は、出穂期以降の農薬の散布は控えること。



19



20

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 全農薬ひろば ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◎ エビネ

エビネとは、ラン科エビネ属（Calanthe）に含まれるものの総称であり、特にそのう

ちの 1 種 C. discolor の和名でもある。カクチョウランやシランなどと共に、ラン亜科

（Orchidioideae）のエビネ連（Arethuseae）のエビネ亜連（Bletiinae）に属する。

多年生の草本で、多くは地生であるが、まれに着生する。一般に茎は短く、基部が肥大

して球茎となり、短い匍匐茎で連なる。薄い葉を 2 から 10 枚ほどつける。

東南アジアを中心に、北はインドからヒマラヤ、中国、日本にかけて、東はミクロネシ

ア、西は東アフリカ熱帯およびマダガスカル、南はオーストラリア北部までの範囲に約

200 種が、さらにメキシコからコロンビアと西インド諸島に C. calanthoides ただ 1 種

が分布する。日本には約 20 種が自生する。日本産の種は全て常緑性であるが、熱帯アジ

アには落葉性の種がある（前者をCalanthe亜属、後者をPreptanthe亜属として分ける）。

温帯産の常緑性種は冬芽を形成する。花序は総状で直立する。花の色はきわめて多様であ

る。美しい花を咲かせる種も多く、観賞用の栽培も盛んである。日本では花の形を兜率天

から降臨する弥勒菩薩に見立て「弥勒花」と呼ぶ地域がある。

（写真）

エビネ (Calanthe discolor)

今年も 4 月 20 日に（社）日本植物防疫協会において有志による恒例の「エビネ鑑賞会」

が 20 名の参加で行われ、全農薬から初めて参加のＨ氏は最初から「競り値」つり上げに

多大な貢献をした。

分類

界: 植物界 Plantae

門:
被子植物門

Magnoliophyta

綱: 単子葉植物綱 Liliopsida

目: ラン目 Orchidales

科: ラン科 Orchidaceae

属: エビネ属 Calanthe

種:
エビネ C. discolor Lindl.

他


